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Ａ．研究目的 

ニホンジカとイノシシの生息数が過去 30 年

間にそれぞれ 9倍、3.5倍と急速に増加し、

被害額として数字に表れる以上に農山漁村に

深刻な影響を及ぼしている。わが国では捕獲

鳥獣の利活用の推進を図るため、鳥獣被害防

止特措法の改正(H28年)、食品衛生法の一部

改正(H30年)を行ったほか、R2年には「野生

鳥獣肉の衛生管理に関する指針」を一部改正

し、一般衛生管理措置に加え、1) 解体処理

施設等での HACCPの考え方を取り入れた衛生

管理、2）取扱者の体調管理と野生鳥獣由来

感染症対策、3）屋外で内臓摘出する場合の

衛生管理措置、4）野生鳥獣肉の消費時にお

ける衛生的取扱等を明示し、これ迄以上に、

捕獲・処理・加工・調理・消費の各段階で科

学的根拠に基づいた狩猟/捕獲者・処理者・

調理従事者・消費者の安全性確保（人獣共通

感染症/食中毒のリスク）と衛生管理に関す

る知見の一層の蓄積が求められている。捕獲

頭数増加に伴い H29年から H30年には全国の

野生鳥獣肉処理施設が 630から 682施設に増

える中、実態に即した適切な衛生管理の普及

と処理技術を有する狩猟者及び関連施設事業

者の養成と平準化は喫緊の課題である。本研

究では、１）野生鳥獣が保有する食中毒の病

因物質並びに血液等を介する病原体の汚染状

況と異常個体・臓器の病理学的検索に関する

研究、２）HACCPの考え方を取り入れた衛生

管理の確立に向け、処理施設での工程毎に健

研究要旨： 

本研究では、野生鳥獣が保有する食中毒の病因物質並びに血液等を介する病原体の汚染状

況と異常個体・臓器の病理学的検索に関する研究として、①野生鳥獣が保有する病原体

（ウイルス）の汚染状況に関する研究、②野生鳥獣が保有する食中毒細菌の汚染状況と薬

剤耐性に関する研究、③野生鳥獣が保有する病原体（寄生虫）の汚染状況に関する研究、

④異常個体の病理組織学的検索とカラーアトラスの充実、HACCPの考え方を取り入れた衛

生管理の確立に向け、処理施設での工程毎に健康被害に繋がる恐れのある原因調査と汚染

防止・低減に関する研究として、⑤処理施設における解体処理工程での微生物汚染防止に

関する研究、食品製造や調理段階での食品リスク軽減に関する研究として、⑥食品製造や

調理段階における食品リスクの軽減に関する研究を実施し、それぞれ成果を得た。また、

得られた成果を、カラーアトラス、感染症対策資料としてまとめ、関係者に情報提供する

とともに、シンポジウム・講演会・研修会等で情報提供とともに対策の重要性を伝えた。 
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康被害に繋がる恐れのある原因調査と汚染防

止・低減に関する研究、３）食品製造や調理

段階での食品リスク軽減に関する研究を実施

する。本研究班は細菌・ウイルス・寄生虫感

染症と病理学、公衆衛生学、食中毒の専門家

から構成され、全国の関係自治体・団体を含

めた研究協力者の支援を得て、３年間で、1)

イノシシとシカにおける病原体汚染状況、並

びに抗体保有状況調査、２）狩猟・捕獲・解

体の際に発生する様々な食中毒・人獣共通感

染症（主に寄生虫）並びに異常個体の探知に

資するカラーアトラスの作成、３) 解体処理

施設の衛生実態調査並びに衛生管理手法の平

準化に必要な事項の整理と改善策の検証、

４) 食品製造加工・調理段階での衛生管理実

態の把握並びに危害工程の抽出と多彩な調理

法に伴う微生物消長を定量的に検証する。本

研究成果は野生鳥獣由来食肉における病原体

汚染の実態調査等を通じ、その危害防止のた

めの知見を収集し、HACCP 制度化に対応した

衛生管理手法の確立に資する情報を提供す

る。 

 

Ｂ．研究方法 

①野生鳥獣が保有する病原体（ウイルス）の

汚染状況に関する研究 

１）本申請研究では、各地域に蔓延している

ウイルスの遺伝子配列を明らかにして、各地

域のイノシシで流行している HEVを特定す

る。これにより、全国規模で有効する豚由来

HEV と地域性のあるイノシシ由来 HEVの判別

が不可能であったが、イノシシ肉に由来する

HEV 感染患者を推定することが可能になる。 

血清疫学調査に関しては、多くの地域では

HEV 抗体陽性率が安定している傾向があるも

のの、一部地域において拡大傾向が推測され

ている。拡大傾向が認められる地域で HEV の

蔓延状況を精査する。 

 

２）狩猟者および鳥獣肉を取扱者の感染症対

策：  

狩猟者および鳥獣肉取扱者は動物の血液と

接触し感染するリスクが高い。狩猟獣の血液

中に存在する E型肝炎ウイルス、SFTSウイル

ス、リケッチア等の病原体保有状況を明らか

にすることにより、狩猟者および取扱者への

注意喚起のための資料を作成する。つい最

近、COVID-19の感染実験によりオジロジカが

感受性動物であることが報告された。採取し

たシカ血清を用い COVID-19に対する中和試

験を実施する。 

 

②野生鳥獣が保有する食中毒細菌の汚染状況

と薬剤耐性に関する研究 

野生鳥獣由来食肉による食中毒発生を防止

するためには、食中毒細菌の野生鳥獣におけ

る汚染、及び処理・加工段階での汚染、それ

ぞれの過程における状況の汚染状況の把握が

重要である。本申請研究では、野生鳥獣の糞

便や市場流通後の野生鳥獣由来食肉から黄色

ブドウ球菌並びに CRE の分離を行う。また、

それら分離菌株の分子疫学・ゲノム構造解析

を実施し、野生鳥獣で流行する遺伝子型・毒

素型を特定するとともに、新規毒素・耐性因

子の同定や機能解析及びその検出系の確立を

試みる。 

また、狩猟・運搬・処理・解体の際に、野

生鳥獣の血液や外部寄生虫（特にマダニ）を

介する感染症予防のため、コクシエラ、リケ

ッチア、アナプラズマなどの人獣共通細菌の

保有調査を行う。血液・臓器および付着マダ

ニから、病原体遺伝子の検出により保有率お

よび保有菌種を調査する。海外では、野生の

シカ科動物からコクシエラやアナプラズマが

検出され、ヒトへの感染源・感染経路として

注視されている。国内では近年の情報が更新

されておらず新たな調査が必要である。これ

らの細菌は編性細胞内寄生性であり宿主特異

性が高いことから分離が困難であるが、本研

究では実験動物を用いた分離試験を試みる。 

検出された細菌種について、種の特定と病

原性に関する検討を行う。動物種の壁を超え

て感染が成立するならば人獣共通感染症とな

る可能性が示唆されるため、分離培養試験も

兼ねた実験動物への感染試験を行う。これら

の結果から、野生動物から検出された細菌が

動物の感染症であるのか、人獣共通感染症で

あるのか明らかにする。国内の野生動物にお

けるコクシエラ、リケッチア、アナプラズマ

保有状況について情報をアップデートし、こ

れらの感染症の啓発に役立てる。 
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③野生鳥獣が保有する病原体（寄生虫）の汚

染状況に関する研究 

レセプトデータの検索により、我々が原因

種の特定に関与したクマ肉喫食による旋毛虫

食中毒事例（集団感染を起こした 3事例）が

漏れなく収載されており、それ以外の旋毛虫

食中毒事例は確認されないことが分かった。

従ってレセプトデータの検索は、ジビエ喫食

に関連する寄生虫感染の探索にも有用と考察

された。肺吸虫症もレセプトデータに収載さ

れていたことから、改めて文献検索を実施

し、イノシシ肉の喫食による症例を抽出し

て、喫食に至る状況など感染予防に直結する

啓発情報を特定する。同時に、患者の食歴情

報に基づいて、イノシシ肉の検索よりも容易

で確実な中間宿主サワガニの汚染を調査す

る。イノシシ肉はマンソン孤虫症（マンソン

裂頭条虫の幼虫の感染）の感染源でもある。

日本のマンソン裂頭条虫は、実は 2種類の条

虫が混在していたにもかかわらず、単一種で

あると誤認されてきた。この 2種類の形態と

分子系統を解析し、更にいずれの種が、人体

感染の原因となるかを特定する。 

住肉胞子虫では、食中毒の事例検体を用い、

病因種の遺伝子コピー数と病態との関連を明

らかにする。 

 

④異常個体の病理組織学的検索とカラーアト

ラスの充実 

令和 3−5 年度の 3年間の研究期間で、野生

鳥獣にみられる異常個体（疾病）・病変を病

理学的（肉眼的および組織学的）に検索し

て、その疾病・病変の特徴を明らかにした上

で、疾病・病変それぞれの公衆衛生上のリス

ク評価を行い、これらを適切な方法で、的確

に排除するための資料（カラーアトラス、手

引書）を作成する。具体的には、高リスク群

（全廃棄）：人獣共通感染症、と殺、解体、

加工処理の過程でも感染する可能性がある、

あるいは喫食することで感染する可能性があ

る。中リスク群（部分廃棄）：生体に生じた

病変で、直接的健康被害はないものの食用と

して不適切なもの 低／無リスク群：と殺、

不適切な加工処理中に生じた人工的な変化と

して、疾病や病変に対して十分な知識を有さ

ない狩猟者、処理加工者に、理解しやすい内

容とする。なお、資料の補足として、野生鳥

獣の運搬、移動が、家畜衛生上リスクが高い

と判断されるもの（豚熱、アフリカ豚熱、口

蹄疫、豚水胞病、水胞性口炎、オーエスキー

病など）を入れる。更に、食用には適さない

可食部分の廃棄目安（基準）の手引書の作成

（カラーアトラス作成）も検討する。 

 

⑤処理施設における解体処理工程での微生物

汚染防止に関する研究 

本研究では令和 3～5年度の研究期間で、

以下に示す一連の研究により、HACCPに基づ

く衛生管理手法の確立に貢献する科学的根拠

の収集を目指す。 

1) わが国の野生鳥獣肉処理施設で処理され

た枝肉の衛生指標細菌数の測定（令和 3～

5年） 

わが国の野生鳥獣処理施設のうち、各施設で

生産された枝肉について、衛生状況を評価す

る。特に「野外における内臓摘出」の枝肉の

衛生状況への影響を評価するため、野外にて

内臓摘出した個体を利用する施設に対して集

中的に検体を収集する。対象施設は、これま

でに構築した研究協力体制を活用するととも

に、全国の野生鳥獣肉の利活用の推進を行っ

てきた日本ジビエ振興協会と連携したさらに

強固となった研究協力体制が確立されてい

る。さらに大日本猟友会の協力を得て、2箇

所の猟友会から協力をいただき、枝肉の拭き

取り検査を実施する。 

2) 解体処理工程における細菌汚染源の探索

（令和 3～5年） 

野生鳥獣処理施設における解体作業に同行

し、各工程毎に、作業者、器具、と体（枝

肉）などから拭き取りを実施し、細菌叢解析

を行うことにより、一連の処理工程の環境中

に潜在する微生物汚染の原因、由来に関する

データを収集する。 

3) 熟成肉の衛生評価（令和 3～5年） 

熟成を行って出荷する野生鳥獣処理施設か

ら協力を得て、熟成前後の肉を採材し、衛生

指標細菌数の計測、食中毒起因細菌の検索、

細菌叢解析を実施し、わが国で生産された野

生鳥獣由来熟成肉の衛生状況を評価する。加

えて、インターネット上で市販されている野

生鳥獣肉、および、熟成肉として市販されて



4 

 

いるものを購入し、上記と同様の検討を行

い、衛生状況を評価する。 

 

⑥食品製造や調理段階における食品リスクの

軽減に関する研究 

令和 3−5年度の 3年間で、自治体や関連事

業者の協力を得て、生ハム等の野生鳥獣由来

食肉の製造加工段階における微生物挙動に関

する検討を行い、微生物増殖制御に資する工

程管理の在り方を例示する。また、調理段階

でのリスク管理の向上を図るため、原料肉の

冷蔵保存やマリネ等の前処理工程における微

生物低減効果を定量的に評価する。更に、イ

ノシシやシカ以外の野生鳥獣由来食肉として

流通する製品における微生物汚染実態に関す

る評価を行う。これらの科学的知見の集積を

通じ、野生鳥獣由来食肉の製造加工及び調理

段階における微生物リスク管理の在り方を提

言する。 

 

（倫理面への配慮） 

なし 

 

Ｃ．研究結果 

①野生鳥獣が保有する病原体（ウイルス）の

汚染状況に関する研究 

E型肝炎ウイルスのイノシシでの抗体保有率

は 3746頭中 461頭が陽性であり、12.3％で

あった。東日本で高い傾向があるが、西日本

でも比較的高い陽性率であった。体重別で

は、30㎏以下の個体が 5.7％であるのに対し

て、30‐50㎏の個体は 13.4％、50㎏以上の

個体では 20.5％の抗体保有率であり、大型＝

高齢の個体が陽性率が高いことが示された。

イノシシでの遺伝子検出率は 2348頭中 28頭

が陽性であり、1.2％の感染率となった。体

重別では、30㎏以下の個体が 2.6％であるの

に対して、30‐50㎏の個体は 0.9％、50 ㎏以

上の個体では 0.3％の抗体保有率であり、幼

獣のほうが陽性率が高いことが示された。採

集をしやすい糞便を用いて E型肝炎ウイルス

の遺伝子検出を行った。全国の野生動物のＥ

型肝炎ライブラリーを作成することによっ

て、Ｅ型肝炎発生時に感染源の究明につなが

ると考えている。日本全国のシカの SFTS ウ

イルスに対する抗体保有状況の調査を行った

結果、西日本のシカでの抗体保有状況は非常

に高い。遺伝子検出に関しては、1363頭実施

したが 1頭（0.1％）からしか検出できてい

ない。イノシシの抗体保有状況を調査した結

果、遺伝子検出では 1383頭調べたが 3頭

（0.2％）しか陽性の個体が認められなかっ

た。死亡したアナグマから非常に高いウイル

ス血症 1.4x107copy/ml が観察され、口腔や

直腸スワブからも多くのウイルス遺伝子が検

出された。以上より、本アナグマは SFTSウ

イルス感染により死亡したものと推測され

た。北米のオジロジカで SARS-CoV-2の感染

が報告されており、ヒトからシカへ、シカか

らヒトへの感染も疑われている。そこで、国

内の野生動物における SARS-CoV-2に対する

抗体保有状況を調査した。2020年のシカ 296

頭、ハクビシン 64頭、タヌキ 36頭の血清、

2021年のシカ 392頭、イノシシ 333頭の血

清、2022年の二ホンジカ 376頭の血清を用い

て中和試験を実施した結果、2頭和歌山県の

シカが中和抗体を有していた。「狩猟者や野

生獣肉関係者への E型肝炎対策のすすめ」

「狩猟者や野生獣肉関係者への SFTS対策の

すすめ」を作成し、情報提供を行う予定であ

る。また、シンポジウム、講演会、研修会を

通じて野生鳥獣肉に関わる正しい知識の普及

に努めた。 

 

②野生鳥獣が保有する食中毒細菌の汚染状況

と薬剤耐性に関する研究 

代表的な食中毒起因菌の一つである黄色ブド

ウ球菌並びにカルバペネム耐性腸内細菌目細

菌（CRE）を含めたβ ラクタム系抗菌薬に耐

性を示す腸内細菌目細菌の野生鳥獣における

保有状況を調査するため、シカおよびイノシ

シの糞便並びに市場流通後のシカ肉からの上

記菌株の分離並びに特性解析を実施し、野生

鳥獣を由来とする分離菌株が健康リスクとな

り得るのか評価した。2021年から 2023年の

間に、シカ糞便 535検体、イノシシ糞便 178

検体及びシカ肉 117検体を調査した。黄色ブ

ドウ球菌は、シカ糞便 35検体（6.5％）、イ

ノシシ糞便 3検体（1.7％）、シカ肉 35検体

（29.9%）から分離された。このことは、イ

ノシシよりシカの方が、黄色ブドウ球菌の保

菌率が高いことを示唆している。また、これ
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らの分離菌株の多くは、Clonal Complex 121

から分岐した新たなクローン集団に属し、野

生鳥獣において優占クローンが存在すること

が明らかとなった。さらに、糞便及び食肉検

体の両者からこの優占クローンに属する同一

の Sequence Typeが複数分離されたことか

ら、処理工程における流通シカ肉への糞便汚

染が疑われた。一部の黄色ブドウ球菌株にお

いてエンテロトキシン（SE）遺伝子保有株が

存在し、その多くは egc 関連の新型 SEのみ

を保有していた。このような菌株を原因とす

る食中毒発生のリスクは低いと推測されてい

るが、それとは別に過去の食中毒事例由来株

と同程度の SECを産生する株が 1株分離され

たため、食中毒リスク管理の観点から注視す

る必要がある。また、上記 3年間において

CRE は分離されなかったことから、野生鳥獣

が生息する環境には CRE が拡散していないこ

とが示唆された。一方、セフォタキシム

（CTX）に耐性を示す株が、シカ糞便 14 検体

（2.6%）、イノシシ糞便 23 検体（12.9%）、シ

カ肉 1検体（0.9%）から分離された。分離年

において多少の増減はあるが、イノシシ糞便

から高率に分離された。これは、イノシシと

シカの食性の違いが影響したものと考えられ

る。ゲノム解析の結果、CTX耐性菌の多くは

大腸菌であり、SNPs系統樹解析並びに MLST

から大きく 3つのクラスターに分類された。

また、これら全ての菌株は少なくとも 1 種類

の βラクタマーゼ遺伝子を保有し、その多

くが blaCTX-M-15もしくは blaCTX-M-55を保有し

た。最も分離率の高い blaCTX-M-15は 3種類の遺

伝子カセット内に存在し、染色体・プラスミ

ドどちらにも挿入され得ることが明らかとな

った。また、blaCTX-M-15保有プラスミドはいず

れも大腸菌 J53株に対して接合伝達を起こさ

なかった。すなわち本プラスミドを介した

blaCTX-M-15遺伝子の伝播は起こりづらいと考え

られる。しかし一方で、blaCTX-M-15遺伝子はす

でに国内外の環境中に広く分布し、可動性の

遺伝子カセット内に存在することからも、本

プラスミドを介さない伝播様式により広域に

拡散している耐性遺伝子であると推測され

た。このように本研究期間においては、主に

環境中に広く分布している blaが高率に検出

されており、現時点では、野生獣が保有する

株を原因とする薬剤耐性菌感染症の発生リス

クは低いと予測される。しかし、カルバペネ

ムの効きづらい AmpC 過剰産生株（blaACT-16保

有株）が 1株分離されるなど、野生鳥獣環境

でも徐々に耐性化の進行や広域スペクトルの

耐性遺伝子の広がりが懸念されるため、今後

も継続的なモニタリングが必要である。さら

に、Citrobacter braakii CB21D158株が新規

βラクタマーゼ遺伝子を保有することを明ら

かにした。本遺伝子の機能解析の結果、

blanewを大腸菌に形質転換した株のイミペネ

ム、メロペネム、アモキシシリン、セフタジ

ジムの MICはすべて上昇した。しかし、これ

らの MICは既報のβ ラクタマーゼ blaCMY70形

質転換体の MICより低値であった。CB21D158

株が持つ新規βラクタマーゼと既報の

blaCMY-70では基質となる βラクタム抗菌薬に

違いがある可能性、または、本遺伝子の上流

配列のプロモーター活性の違いにより差が生

じた可能性が考えられた。 

コクシエラ科、リケッチア科、アナプラズマ

科細菌は、全身感染を起こす人獣共通感染症

の起因病原体である。マダニがベクターとな

る感染症も含まれる。野生動物をジビエとし

て処理・加工する際には動物の内臓や血液に

直接触れる可能性があり、吸着しているマダ

ニと接触する可能性もある。人への感染対策

のために、野生動物におけるこれら細菌の保

有状況を調査した。内臓（脾臓）、血液、吸

着マダニから遺伝子検出を行い配列解析を行

った。アナプラズマ科細菌が特定の地域のシ

カから高率に研究されたが、同地域のマダニ

からは検出されなかった。コクシエラ科、リ

ケッチア科、アナプラズマ科細菌には多くの

菌種が存在し、病原性が不明なものも多いた

め、継続した保有状況調査は重要である。野

生動物の取り扱いの際には、通常の生活では

存在しない病原体に暴露される可能性があ

り、基本的な感染防御対策を徹底する必要が

ある。 

 

③野生鳥獣が保有する病原体（寄生虫）の汚

染状況に関する研究 

旋毛虫食中毒の原因である Trichinella T9

の幼虫を実験的に感染させたマウスから筋肉

を分離して、豚肉ブロックの内部に挿入し、
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75℃・1分間の加熱（厚生労働省が野生鳥獣

肉の安全な喫食に求める加熱条件）を施し

た。マウスの筋肉を豚肉ブロックの中から取

り出し、新たなマウスに経口投与したとこ

ろ、まったく感染しなかった。一方、T9 に実

験感染させたマウスの筋肉を、そのまま非加

熱で新たなマウスに経口投与したところ、総

てが感染した。調理の現場を想定した今回の

実験系により、75℃・1分間の加熱という厚

生労働省の指針で旋毛虫 T9は感染性を消失

し、その結果として食中毒は予防できること

が明らかとなった。 

北海道および北東北 3 県で捕獲されたクマ

353 頭の舌検体を検査した結果、北海道の 6

頭（ヒグマ）および岩手県の 1頭（ツキノワ

グマ）から旋毛虫 Trichinella T9の幼虫が

検出された。秋田県のイノシシも調べたが、

総て陰性であった。 

旋毛虫症、肺吸虫症、マンソン孤虫症とい

う 3種類の寄生虫性食中毒を例として取り上

げ、その発生状況に関して、食中毒統計に収

載されている事例数とレセプト解析に基づく

事例数を比較した。特に肺吸虫食中毒ではレ

セプトデータベース検索では毎年事例が検出

されたが、食中毒統計への収載はなかった。

希少疾患であるジビエ喫食に起因した寄生虫

性食中毒の発生実態を詳らかにするには、レ

セプトデータの解析も一つの手段として有効

であると考えられた。 

わが国で孤虫症を引き起こす条虫は、

Spirometra erinaceieuropaei であるという

従来の学説は誤りであり、原因種は

Spirometra mansoniと Spirometra asiana
（新種）の 2種であることが明らかにされ

た。しかもイノシシ肉の喫食で両種による孤

虫症が発生している。本研究では両種の地理

的分布の特徴を明らかにすべく、終宿主であ

る肉食獣を対象とした調査を実施した。その

結果、ネコ（北海道、福井県、島根県、愛媛

県、鹿児島県に生息）、キタキツネ（北海

道）およびイヌ（島根県）から S. mansoni
の成虫が検出された。また島根県のイヌから

は S. asianaの成虫が検出された。 

 

④異常個体の病理組織学的検索とカラーアト

ラスの充実 

ジビエ生産物の狩猟者、解体・加工者及び消

費者に至る流通過程において、生じるヒトへ

の健康被害を阻止し、かつこれらの作業活動

に関連する動物衛生上のリスクをなくすこと

を目的として、狩猟者、解体・加工者が危険

な疾病を認識して的確に排除できるように、

理解しやすいカラーアトラスを作成する。カ

ラーアトラスのコンセプトは、１）対象は野

生鳥獣の解体、処理にあたる一般人で、２）

平易な表現を用い、シンプルな構成にして、

理解しやすい形式にする。特に、全廃対象お

よびヒトに健康被害を及ぼすような疾患、病

変を的確に排除できるようにした。アトラス

に掲載する図は、新規に収集して、病理診断

された症例（図）を優先的に用い、典型的病

変に関しては豚や牛の図を用いて質の高いも

のにした。表題「ジビエのカラーアトラスあ

ぶない異常・気をつける異常」、A4サイズ、

両面印刷、約 60ページの小冊子を作製し

た。農水省企画のジビエハンター養成講習会

で配布、解説、意見を聴取し、高評価を受け

た。 

 

⑤処理施設における解体処理工程での微生物

汚染防止に関する研究 

本研究では、野生鳥獣肉処理施設における一

連の解体処理工程で起こりうる微生物汚染防

止を目的として、①わが国の野生鳥獣肉処理

施設で処理された鹿、ならびに猪枝肉の枝肉

拭き取り調査、②野生鳥獣肉処理工程におい

て想定される細菌汚染源の細菌叢解析、およ

び③野生鳥獣熟成肉の衛生評価について実施

した。 

①については、施設毎に異なる手法を用い

て解体処理を行うわが国の状況を鑑み、それ

ぞれの処理方法で処理された枝肉の衛生指標

細菌数を評価し、より衛生的な解体処理方法

を考察した。鹿 30施設、猪 20施設でそれぞ

れ処理された洗浄前の鹿枝肉 249検体、およ

び猪枝肉計 129検体について、それぞれ胸

部、および肛門周囲部から拭き取りを実施

し、一般細菌数、大腸菌群数、大腸菌数、お

よび黄色ブドウ球菌数を計測した。その結

果、1)屋外施設、2）「剥皮」→「内臓摘出」

の作業順別で、3）ウィンチでの剝皮（鹿）、

4）のせ台での剝皮（猪）、5）食道結紮未実
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施、ビニル被せ、6）肛門結紮未実施の各条

件で処理された枝肉は、いずれも一般細菌が

高度に検出される傾向が認められた。 

②については、わが国の野生鳥獣肉処理施

設 A、Bで処理された鹿計 3頭について、各

処理工程における作業者、器具、と体等から

拭き取りを行い、細菌叢解析を実施した。そ

の結果、①枝肉の細菌叢と類似した特定の細

菌叢はない検体や、内臓摘出後の作業者の手

指やナイフから検出された細菌叢と類似する

検体が認められた。②枝肉洗浄前後ではほと

んど細菌叢に変化がないこと、③枝肉を汚染

した細菌叢の多くは土壌に由来することが明

らかとなった。 

③については、1）熟成肉では、一般細菌

数が増加するものの、大腸菌群・大腸菌は低

下する傾向があること、2）わが国でインタ

ーネットにて市販されている野生鹿肉のうち

一部の施設で販売されていたものにおいて極

めて高度に細菌汚染をしているものがあるこ

と、が確認された。わが国の野生鳥獣肉処理

施設 A、B、Cで処理された鹿各 10頭、計 30

頭の熟成前後の枝肉について細菌叢解析を実

施した。その結果、1）熟成前に比べ、熟成

後では細菌叢の多様性が低下した。2）多く

の熟成後の検体で Pseudomonadaceae が最優

占菌種となった。3）熟成後の検体の多く

は、低温腐敗細菌の占有率が高くなることが

確認された。 

 

⑥食品製造や調理段階における食品リスクの

軽減に関する研究 

野生カモ等の盲腸内容物、直腸スワブ、可

食部表皮等を用いての培養試験によって、カ

ンピロバクター等病原細菌の分布状況を定性

的・定量的に把握し、野生カモの盲腸内容物

における高頻度・高濃度のカンピロバクター

保有を確認した。捕獲・解体時において、特

に腸管（盲腸）内容物を精肉から隔離できる

安全な取り扱いを行うことにより、カンピロ

バクター等病原細菌の汚染リスクは軽減でき

ると考えられる。さらに、野生カモ肉に接種

したカンピロバクターは、低温加熱調理条件

（65℃/15分・ 63℃/30 分）での加熱後、非

検出となったことを確認し、野生カモ肉表皮

表面に菌が付着、または肉内部に菌が混入し

ても、低温加熱調理条件で確実に加熱するこ

とにより菌は死滅し、カンピロバクター食中

毒リスクは軽減できることを確認した。 

 

Ｄ．考察 

①野生鳥獣が保有する病原体（ウイルス）の

汚染状況に関する研究 

1) 国内の野生動物が保有するＥ型肝炎ウイ

ルスの遺伝子ライブラリーが充実してき

た。まだまだ不完全ではあるが、遺伝子

ライブラリーを充実させることにより、

野生動物由来 E型肝炎の発生の原因究明

の際に有用なツールとなることが期待さ

れる 

2) SFTSウイルスはイノシシやシカではあま

りウイルス血症になっていない可能性が

ある。解体・調理の際に野生鳥獣の血液

を介した SFTSウイルス感染のリスクは

低いのかもしれない。しかし、他の病原

体の感染リスクはあるので依然として注

意が必要である。 

3) SARS-CoV-2は国内の野生動物ではあまり

感染していないようである。現在のとこ

ろ、SARS-CoV-2 の野生動物への感染のリ

スクは低いと考えてよい。 

4) E型肝炎と SFTS に感染するリスクが高い

狩猟者や野生獣肉関係者にむけて簡単な

Fact Sheetと対策をまとめた。機会があ

るたびに紹介していきたい。 

5) 本研究班の成果を、様々な人を対象に、

シンポジウム・講演会・研修会を通じて

紹介した。 

 

②野生鳥獣が保有する食中毒細菌の汚染状況

と薬剤耐性に関する研究 

1) 黄色ブドウ球菌によるリスクについて 

分離を実施した 3年間を通して、黄色ブド

ウ球菌の分離率がイノシシ糞便よりシカ糞便

から高率であった（表 1）。この結果は、イノ

シシよりシカの方が、黄色ブドウ球菌の保菌

率が高いことを強く示唆している。また、市

街地のシカ糞便からは高率に分離されること

が示唆された。狩猟等で捕獲されたシカ糞便

由来株の多くは、後述の通りこれまでに報告

のない ST型であった。すなわち、市街地に

生息するシカは他の温血動物に由来する株を
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保菌する可能性がある。 

2022年までの分離菌株 53株の遺伝子型の

傾向から、他の家畜同様、野生獣には独自の

黄色ブドウ球菌クローンが存在する可能性が

考えられた。すなわち、ST型に基づく最小ス

パニングツリー法による系統解析の結果、53

株中 39株（73.6%）が CC121 から分岐した新

たな集団に含まれることが明らかとなった

（図 3）。このことは、本集団に属する黄色ブ

ドウ球菌がシカやイノシシなどの野生鳥獣に

おける優占クローンであることを示してい

る。また、この優占クローン属する ST1250、

ST6238、ST8074、ST8077、ST8078、ST8080 の

黄色ブドウ球菌株はシカ糞便及びシカ肉検体

の両者から分離された（図 3）。これは、処理

工程における流通食肉への糞便汚染を示唆す

る結果である。表 1に示す通り、処理施設ご

とに黄色ブドウ球菌の分離率が異なり、特に

施設 E並びに施設 Fにおいて特に高い分離率

であった。これらの施設で処理された食肉に

おける一般細菌数及び大腸菌群数は高値であ

りかつ大腸菌も検出された。このような衛生

指標細菌の汚染率が黄色ブドウ球菌の分離率

と高い相関性があったこと、また、異なる時

期にサンプリングしたシカ肉において高率に

分離される傾向にあったことなどから、本施

設では、処理工程における継続的な糞便汚染

が生じていることを強く支持している。この

ような施設では、解体・加工処理工程を見直

す必要があると考えられる。 

食中毒の原因毒素であるエンテロトキシン

遺伝子を保有する株は 53 株中 17株分離され

た（表 4）。その内の 16株は egc関連の新型

エンテロトキシンに分類される SEs遺伝子

（sei, sem, sen, seo, selu）のみを保有し

ていた。これら egc関連の SEは一般的に菌

からの産生量が少なく、また嘔吐活性も弱い

とされており、古典的 SEs（SEA～SEE）と比

較して食中毒の原因毒素として報告されるこ

とが少ない。すなわち、これらの分離菌株を

原因とするに食中毒発生のリスクは低いと推

測される。しかし、1株のみ（SA22D108 株）

egc 関連 SE遺伝子に加えて古典的 SEである

SEC 及び SEH遺伝子を保有していた（遺伝子

型：sec, seh, sei, sel, sem, sen, seo, 
selu）。本菌株の培養上清中における SEC 及

び SEH産生量は、それぞれ 4.97±0.68 

μg/ml 及び 180.27±14.98 ng/ml であり（図

3B）、過去に報告された食中毒事例由来株の

産生量と同程度であった（Suzuki et al., J 

appl Microbiol. 118:1507-1520, 2015.; 

Sato’o et al. Appl Environ Microbiol. 

81:7782-7790, 2015.）。以上のことから、こ

の菌株による食中毒リスクは存在すると考え

られる。 

黄色ブドウ球菌が保有する薬剤耐性遺伝子

は、SA22D108株並びに ST4278に属する全 9

株において、blaZ単独もしくは blaZと
aph(3’)-laを同定した（表 4）。ST4278に属

する 9株は、同一の施設（施設 E）で処理さ

れた食肉検体由来であったことから、施設内

汚染の可能性が考えられるため、薬剤耐性黄

色ブドウ球菌が野生鳥獣の環境に拡散してい

るとは言い難い。また、本研究期間を通して

MRSAは一株も分離されなかったことからも、

ヒトの臨床現場で大きな問題になっているメ

チシリン（バンコマイシン）耐性黄色ブドウ

球菌が野生鳥獣の環境にはまだ拡散していな

いことを示唆している。 

2) 薬剤耐性菌によるリスクについて 

3年間を通して CRE の分離を試みたが、1

株も分離されなかった。このことは、ヒトの

臨床現場で大きな問題になっている CREが野

生鳥獣の環境には拡散していないことを強く

示唆している。 

一方で、表 2に示す通り、セフォタキシム

（CTX）に耐性を示し基質特異性拡張型 β-ラ

クタマーゼ（ESBL）産生菌だと疑われる株

が、3年間の合計で、シカ糞便 535検体中 14

検体から分離され、陽性率は 2.6%であった

（なお、各年の陽性率は順に 3.8%、2.6%、

1.2%であった）。また、同期間に日本各地で

採取したイノシシ糞便 178検体中 23検体か

ら CTX耐性腸内細菌目細菌が分離され、陽性

率は 12.9％であった（なお、各年の陽性率は

順に 20.0%、4.3%、13.1%であった）。さら

に、シカ肉検体 42検体中 1検体から分離さ

れ、陽性率は 2.4%であった。検査した年度に

より、イノシシ糞便をサンプリングした地域

に偏りが生じたため、分離率に多少の増減が

あったが、3年間を通してシカ糞便よりイノ

シシ糞便から高率に分離された。これは、雑
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食性のイノシシの方が薬剤耐性腸内細菌科細

菌を食餌性に接種する機会が多いためである

と考えられる。また、全ての分離菌株がセフ

タジジム及びカルバペネム系薬剤以外のβラ

クタム剤に耐性を示し、その内 3株

（CB21D158、EH22D99及び et23DM26）はイミ

ペネムの阻止円径が耐性と感受性の中間を示

した（表 3）。 

ゲノム解析の結果、2022 年までに分離され

た CTX耐性腸内細菌目細菌 28株中 26株の菌

種が Escherichia coliであり、上記の

CB21D158 は Citrobacter braakii、EH22D99

は Enterobacter hormaechei であった。CTX

耐性 E. coli株は分子系統樹解析並びに MLST

から大きく 3つのクラスターに分類された。

また、これらは少なくとも 1種類のβラク

タマーゼ遺伝子を保有し、その多くが blaCTX-

M-15（46.2%）もしくは blaCTX-M-55（34.6%）を保

有した（図 4）。しかし、genotypeと薬剤耐

性遺伝子の保有、あるいは分離地域の間に明

確な関連性は見出されなかった。一方で

Enterobacter hormaechei であった EH22D99

株は AmpC型βラクタマーゼである blaACT-16

を保有していた。AmpC過剰産生菌はカルバペ

ネムの MICを上昇することが知られており、

薬剤感受性試験においてイミペネムに中間を

示した結果と一致すると考えられる（図 4）。 

最も分離率の高かった blaCTX-M-15は 3種類の

遺伝子カセット内に存在し、染色体・プラス

ミドどちらにも挿入され得ることが明らかと

なった（図 5、表 6）。いずれのカセットも動

物・環境からの分離例が報告されており、世

界中に広く分布していると考えられる。ま

た、今回解析した blaCTX-M-15保有プラスミドは

いずれも E. coli J53株に対して接合伝達を

起こさなかった（表 6）。このことは国内野生

動物由来の blaCTX-M-15保有プラスミドを介した

本遺伝子の伝播は起こりづらいことを示唆し

ている。しかし、blaCTX-M-15はすでに環境中に

広く分布している耐性遺伝子であり、可動性

の遺伝子カセット内に存在することからも、

本プラスミドを介さない伝播様式（例えば、

別のプラスミドあるいは別の可動性遺伝因

子）により広域に拡散している耐性遺伝子で

あると推測された。 

3) 新規β ラクタマーゼの機能について 

C. braakii CB21D158 株は新規のβラクタ

マーゼ遺伝子を保有していた（図 4）。この新

規βラクタマーゼは、EC21B42株が保有する

既報の blaCMY-70と比較して 18ヵ所のアミノ酸

置換を生じていた（図 6）。本新規βラクタ

マーゼ遺伝子について形質転換体を用いた機

能解析を行った。pHSG398 空ベクターの形質

転換体と比較して、pHSG398::blanew 形質転

換体のイミペネム、メロペネム、アモキシシ

リン、セフタジジムの MICはすべて上昇して

いた。しかし、pHSG398::blanew 形質転換体

はいずれの薬剤に対する MICも既報のβラ

クタマーゼ pHSG398::blaCMY70形質転換体より

低値であった（表 7）。このことから、

CB21D158株が持つ新規 βラクタマーゼと既

報の blaCMY-70では活性が異なり、基質となる

βラクタム薬に違いがある可能性が考えられ

た。また、今回はそれぞれの株が保有する上

流配列（すなわち予測プロモーター配列）を

活かした形で、本実験を行った。すなわち、

今回の活性の違いが、上流配列のプロモータ

ー活性の違いにより生じた可能性も考えられ

る。 

 

③野生鳥獣が保有する病原体（寄生虫）の汚

染状況に関する研究 

旋毛虫食中毒の原因となったクマ肉の喫食前

における調理条件と同等となるような条件下

で、筋肉（ブタ）に封じた試験感染マウスの

筋肉（1g）中の旋毛虫幼虫（Trichinella 

T9）を 75℃・1分間加熱し、本虫の加熱耐性

を検討した。温度条件が守られているかは、

中心温度を測定して確認した。その結果、加

熱処理された旋毛虫幼虫は、マウスへの感染

能力を完全に消失していた。調理の現場を想

定すれば、「野生鳥獣肉の衛生管理に関する

指針（ガイドライン）について」（食安発

1114第 1号・2014年 11月 14日）において

指導する「中心部の温度を 75℃以上で 1分間

以上加熱する」という条件で、旋毛虫による

食中毒を完全に予防できると考えられた。 

今回の検討の結果、北海道のヒグマにおけ

る旋毛虫の寄生率は決して高くなかった

（236頭のうち 6頭が感染、寄生率は
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2.5%）。しかも 2000年～2006年に北海道のヒ

グマが調査された時の寄生率である 3.2％

（126頭のうち 4頭が感染、Kanaiら、

2007）より低かった。従って、最近 4年間に

ヒグマの肉喫食が原因と確定、あるいは推定

された 3件の事例が発生した理由として、ヒ

グマにおける旋毛虫寄生率が上昇からではな

く、クマ肉喫食の機会が増加したからと推定

された。   

今回の調査では、岩手県のツキノワグマか

らも旋毛虫の幼虫が検出された。行政として

は、クマ肉喫食による旋毛虫感染の危険性

を、より積極的に啓発する必要がある。 

食品衛生法施行規則の一部が 2012年 12月

28 日に改正された。その結果、寄生虫も食中

毒の病因物質の種別として、食中毒事件票に

新たに追加された。寄生虫性食中毒患者の発

生状況を的確に把握し、系統的な調査を行

い、食品衛生対策のための基礎資料を得るこ

とが目的とされた。しかし、肺吸虫食中毒の

ように、レセプト解析により患者発生が確認

されたのに、食中毒統計には、その患者が収

載されていない例も多い。患者を診断した医

師が食品衛生法・第 58条を順守せず、保健

所に「食中毒患者等届出票」を提出していな

かったことになる。 

事例が見付かれば積極的に届け出て、食中

毒統計に収載する必要がある。それと並行し

てレセプトデータの抽出を継続し、食中毒事

例の存在を明らかにすることも必要であろ

う。ジビエ生食に起因する寄生虫感染のリス

ク低減に繋がる有効な手段になろうと考えら

れるからである。 

４）本研究の対象細菌は、培養が困難であ

るために分離試験がほとんど行われていない

細菌である。リケッチア症の診断には抗体検

査が行われるが、紅斑熱群リケッチアでは抗

体が交叉反応するため野生動物の保有種の特

定は困難である。コクシエラは感染の有無に

かかわらず抗体保有者がいることが明らかに

なっていることから野生動物の単回検査から

の抗体保有率の解釈は難しい。アナプラズマ

は菌種や株により抗原性に大きな差があるこ

とから抗体検査そのものが国内では普及して

いない。これらの感染症においては PCR 検査

が一般に普及し、現在では人での急性期にお

ける診断にも用いられている。本研究で行っ

た野生動物やマダニにおけるこれら細菌遺伝

子の検出率をみると、野生動物を扱う人々の

作業にはは大きな危険が伴っているように考

えられる。しかし、実際には病原性細菌の他

に、低病原性あるいは非病原性の近縁種が多

く存在し、これらが同時に検出されているこ

とを理解する必要があることが示された。 

アナプラズマについては、ヤクシカが高率

に保有していることが明らかになった。これ

は他の地域のシカと比較しても高い結果であ

る。過去に当研究室で同じ方法で調査した九

州・中国地方のシカでは陽性率は 27.9％

（12/43頭）であり、他の報告と大きな差は

なかった。ヤクシカから検出されたアナプラ

ズマの特徴は、同一の遺伝子配列が多く１菌

種または１株がヤクシカ（屋久島）において

伝播していることが推測される。また、いず

れの配列も日本、中国、韓国で検出された配

列と相同性が高く、この地域に固有の種であ

る可能性が考えられた。病理組織学的には共

通する所見はなかったため、ヤクシカに対す

る病原性は低く、不顕性に感染が維持されて

いるのかもしれない。しかし、Anaplasma 
capraの病原性については明確に示されてい

ないため、今後、人と動物の両方への影響を

明らかにする必要がある。海外では家畜や野

生動物だけでなく人からの検出報告があった

が病原性は不明瞭であった。しかし、マダニ

媒介性感染症症が疑われつつ確定診断に至ら

なかった症例からレトロスペクティヴに A. 
capraが検出され、人に病原性を示すことが

報告された。屋久島は世界遺産登録されてお

り、ヤクシカは保護区域と人居住地を行き来

していることから、環境保全と人への健康危

害対策の両方から重要な課題である。 

本研究ではニホンザルからは対象細菌はほ

とんど検出されなかった。日本紅斑熱とつつ

が虫病の患者報告が多い地域で採材している

ことから、興味深い結果である。 

アナグマの血液からマダニ共生菌と考えら

れる配列が検出されたが、同一個体の脾臓か

らは検出されなかった。リケッチアは経験的

に血液よりも脾臓からの検出率が高いことが

知られており、アナプラズマも同様に考えて

いる。本研究ではアナグマ個体に吸着してい
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たマダニは調べることができなかったが、体

内に注入されたマダニ共生菌が殺菌・排除さ

れる過程に一時的に血液中に存在したのかも

しれない。人においても診断目的の PCR で非

病原性リケッチアが検出され検査精度が問題

視されたり、新興感染症と捉えられたりする

ことがある。人でもマダニ刺咬と基礎疾患な

どが重なった場合に日和見感染のようにマダ

ニ共生菌が一時的に体内に存在する状態にな

る可能性を示唆する結果である。 

コクシエラ科細菌は病原性のある C. 
burnetii は検出されなかった。マダニ共生菌

である Coxiella spp.は比較的新しく存在が

認められ、その抗原性は C. burnetiiと交叉

する可能性が高く、Q熱の疫学情報を難しく

していると考えている。 

 

④異常個体の病理組織学的検索とカラーアト

ラスの充実 

検体提供者や、講習会参加者と、病変に関す

る意見交換を行ったところ、日常的に作業の

現場で、動物や内臓に違和感を感じる機会が

多々あるが、判断できず、そのまま廃棄し

た、あるいは、問い合わせ先（相談窓口）が

あったら良いと思うことがあるなどとの意見

を聞いた。今回のカラーアトラスは、そのよ

うなときに利用できると好評であった。 

 

⑤処理施設における解体処理工程での微生物

汚染防止に関する研究 

①わが国の野生鳥獣肉処理施設で処理され

た枝肉の衛生評価 

全国的な野生鳥獣肉処理施設を対象とした

検討により、衛生状態（特に一般細菌数の汚

染）に影響を及ぼす因子として、1）屋外施

設、2）工程順：剝皮→内臓摘出の順、3）剝

皮方法：ウィンチ、4）剝皮施設：のせ台、

5）食道結紮・肛門結紮：未実施、において

それぞれ高度に一般細菌数の汚染が認められ

た（表 8）。 

工程順では、剥皮を先に行うことで、作業

者が剥皮後の枝肉に、汚染した手指で直接、

あるいは間接的に接触する機会が多くなった

可能性が考えられた。 

剥皮方法別では、ウィンチを用いた場合に

は、剥皮の際に、表皮に汚染した土壌や細菌

が舞い散る可能性が考えられた。 

剝皮施設別では、のせ台を使用して剥皮す

る施設では、懸吊して剥皮を行う場合に比

べ、作業中に汚染した手指や表皮などを介し

てより高頻度に枝肉に細菌が汚染する可能性

が考えられた。 

食道結紮の方法別ではビニル袋で覆う方法

では結紮のみと比べ、多くの一般細菌数が検

出された。鹿では食道結紮後断端をビニル袋

で覆うことがかえって汚染リスクとなる可能

性が考えられた。ビニル袋を被せるために食

道を切断する行為や、結紮をしないことで、

内容物が露出することが汚染リスクとして考

えられる。食道結紮は結紮のみに留めること

がより衛生的な取り扱いであると考えられ

た。  

一方、肛門結紮については、ビニル袋で覆

うことで、結紮未実施の施設に比べ有意に一

般細菌数の低下が認められた事から、肛門結

紮の細菌汚染防止効果が確認された。 

 

②処理工程における拭き取り検体を対象とし

た細菌叢解析 

本研究により、最終的に枝肉に汚染する細

菌叢は、施設毎に異なる一方、両施設で共通

して、① Alcaligenaceae（科）、② 
Stenotrophomonas、は占有率が高く検出され

ることが明らかとなった。Alcaligenaceae 科

の細菌は、土壌、水中、動物の腸内等に生息

していることから、これらの環境から汚染し

たものと考えられた（表 7，8，9）。さらに低

温細菌である事から、汚染された場合には、

冷蔵保存しても増殖してしまう可能性があ

る。Stenotrophomonas もまた、腸内、土壌、

植物などから由来する。さらにこれらの細菌

は一連の作業工程中からも検出されることか

ら、一連の作業工程において、土壌、糞便等

による汚染は、一般的に起こるものと考えら

れた。 

Pseudomonasは、特に施設 Cの 1回目におい

て、高い（47.368％）占有率を占めていた。

本菌もまた、土壌や水中、腸管等、様々な環

境から由来すると考えられるが、特に、低温

細菌であり、腐敗細菌として重要である。令



12 

 

和元年、および 2年度の厚生労働科学研究費

補助金（食品の安全確保推進研究事業）「野

生鳥獣由来食肉の安全性の確保とリスク管理

のための研究」において、我々は、

Pseudomonas が鹿枝肉から検出され、さらに

熟成後に高度に検出されることを報告した。

以上の成績から、野生鳥獣肉処理施設におい

て、最も注意を要する危惧すべき細菌の一つ

であると考えられた。今後、さらに同菌によ

る枝肉への影響やさらなる疫学的調査を継続

する必要がある。 

 本研究では、全ての検討において、枝肉洗

浄前後の胸部と肛門周囲部は類似した細菌叢

であることが確認された。以上のことから、

枝肉の洗浄では完全な細菌の除去は困難であ

ることが改めて確認された。枝肉洗浄前にト

リミングによって汚染した部分を切除するこ

とが重要であることが改めて支持された。 

施設 Cにおける 1回目に実施した検体で

は、枝肉洗浄後の胸部、肛門周囲部の細菌叢

は特に内臓摘出後の作業者手指やナイフの細

菌叢と比較的類似していることが明らかにな

ったことから、内臓摘出時において、作業者

の手指やナイフから枝肉を汚染した可能性が

考えられた。一方その他の施設、回では、洗

浄後の枝肉の細菌叢と特に類似した細菌叢を

示すものはなかった。しかしながら、細菌叢

を構成する細菌は一連の作業工程で採取され

た検体のほぼ全てから検出されていることか

ら、改めて、各工程における様々な細菌汚染

源からの汚染に留意する必要がある。令和 2

年度の厚生労働科学研究費補助金（食品の安

全確保推進研究事業）「野生鳥獣由来食肉の

安全性の確保とリスク管理のための研究」に

おいて、我々は、一連の処理工程において、

細菌汚染源と考えられるものとして、蹄、表

皮、胃内要物、肛門周囲部は多くの一般細菌

や大腸菌が検出されることを明らかにした。

また、表皮洗浄前に比べ、表皮洗浄後では、

各箇所において、一般細菌数、大腸菌数の著

しい減少が認められたことから、鹿や猪の解

体処理施設への搬入前に、十分な洗浄を行う

ことの重要性が、改めて示された。各作業中

の汚染ごとの温湯消毒、ならびに手指洗浄が

重要であることが確認された。 

 本研究では、枝肉洗浄後の枝肉から病原性

細菌を含む可能性のある細菌属として、一部

の検体から、Escherichia/Shigellaが検出さ

れたが、その他は検出されなかった。しかし

ながら、一連の作業工程中の各種検体から、

Listeria、Yersinia、および Staphylococcus
が検出されている。我々は、これまでに

Listeriaは市販鹿肉からも検出されること

（未発表データ）、Yersinia は鹿、猪の 75％

以上の糞便から分離されること（Takahashi

ら、2020）を報告している。さらに、わが国

の野生鹿、猪には O157 を含む腸管出血性大

腸菌も高度に保菌されていることも報告

（Moritaら、2021、Kabeyaら、2017）して

いる。今後、鹿や猪の糞便には、これら病原

細菌が汚染していることを理解し、一連の食

肉処理工程における細菌汚染防止のため、衛

生的な処理方法を啓蒙していく必要がある。 

 

③野生鳥獣熟成肉の衛生評価 

③－1わが国の野生鳥獣処理施設で生産され

た鹿熟成肉及び鹿非熟成肉における衛生指標

細菌数の計測と食中毒起因細菌の分離状況 

本研究で検討した鹿検体は、熟成により一般

細 菌は増加する傾向を示した。特に、施設 E 

では熟成後、一般細菌数が有意（p<0.05）に

増加し、中央値はそれぞれ熟成前で 

3.8×10³CFU/g、熟成後で 8.3×10⁶CFU/g と 

10³倍以上増加した。本施設では、発酵菌

（Thamnidium）をあらかじめ枝肉に付着させ

た後、ドライエイジング法で熟成させてい

た。本法により、熟成に用いるカビを安定的

に増殖させ、熟成期間やトリミングの手間を

抑え、腐敗菌によるコンタミネーションのリ

スク防止や品質の変動の改善を目的としてい

る。しかし、本研究は、特に施設 Eで処理さ

れた枝肉は、熟成により一般細菌数が有意に

増加したことから、不適切なエイジングシー

トの使用や保管管理によって、枝肉を細菌に

よって汚染するリスクがあると考えられた。

また、施設 C、D においても熟成後、一般細

菌数が増加する傾向が認められた。本研究で

対象とした施設では、いずれにおいても低温

（1～3℃）で熟成処理をしていたことから、

一般細菌数のうち、低温細菌が増殖していた

可能性が考えられた。 
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本研究では、熟成により、大腸菌・大腸菌群

数が低下する傾向が認められた。施設 D に

おいては熟成前後共に全く検出されず、施設 

C、Eでは大腸菌数が有意（p<0.05）に減少し

た。さらに、熟成後の検体からは、検討した

全ての病原細菌は分離されなかった。特に施

設 Cでは、熟成前の検体から L. welshimeri 
もしくは L. innocua が分離されたものの、

熟成後の同一検体では検出されなかった。

Ryu らも同様に、12 日、30 日、70 日、160

日間それぞれドライエイジング法により熟成

した牛肉から、いずれも Bacillus cereus、
S. aureus、L. monocytogenes、E. coli な
どの食中毒起因細 菌は検出されなかった 

ことを報告している。他にも、ドライエイジ

ングビーフを対象とした研究では、熟成は枝

肉中の STEC O157 および一般的な E. coli 
を低下させることが報告されている。一般的

に、屠殺後の嫌気的条件では解糖により乳酸

を生成し、肉の pH は 5.5~5.0 にまで低下

するが、その後熟成により pH は上昇し始め

る。Salmonella、 STEC O157、および L. 
monocytogenes の病原性株の混合物を牛肉の

表面に接種し、42 日間熟成させた研究で

は、Salmonella および STEC O157 株の数

は、大幅に減少（それぞれ-0.07～-0.14 log 

10 cfu/日および-0.09～-0.14 log 10 cfu/

日）したものの、L. monocytogenes は、

Salmonella や STEC O157 に比べてより遅く

減少し、長期間生存することが報告されてい

る。この報告では、熟成前は、8検体中 7 検

体においては pH 5.34～5.68 であったもの

が、熟成 42 日後では pH 5.60～5.99 と上

昇しており、Salmonella および STEC O157 

の減少と関与していると考えられている。本

研究で対象としたいずれの施設においても、

低温（1～3℃）でドライエイジングを実施し

ていることから、熟成により pH の上昇、水

分活性の低下、さらには乳酸菌の増殖による

抗菌活性が産生されたことにより、混入した

可能性のある病原性細菌、および大腸菌群や

大腸菌の増殖や生存を抑制したと考えられ

た。 

熟成後の検体からは、検討した全ての病原

細菌は分離されなかった。東京都健康安全研

究センターが行った、「いわゆるドライエイ

ジングビーフの衛生学的実態調査」では、都

内の 5 施設で自家製造された熟成後のトリ

ミング部位及びトリミング後表面の牛肉から 

L. monocytogenes や S. aureus等の食中毒

起因細菌が検出されている。今後、わが国に

おいて製造された熟成肉の衛生評価を継続し

て行う必要がある。 

本研究では、検討した食中毒起因細菌のう

ち、施設 Cの熟成前の検体から、L. 
welshmeri もしくは L. innocua が分離され

た。いずれの菌種 も、食中毒起因細菌であ

る L. monocytogenes と比べ肉類や乳製品だ

けでなく、野菜や果物などから幅広く分離さ

れており、ヒトへの病原性はないものと考え

られている。同菌は熟成前の検体から分離さ

れたことから、熟成によって増殖したもので

はなく、食肉処理工程において、当該枝肉を

汚染したものと考えられた。 

 

③-2 わが国で市販されていた鹿熟成肉及び

鹿非熟成肉における衛生指標細菌数の計測と

食中毒起因細菌の分離状況 

本研究で検討した鹿熟成肉と鹿非熟成肉の

衛生指標細菌数を比較した結果、一般細菌数

は両者に有意差は認められなかった。しかし

ながら本研究では、鹿熟成肉を製造する販売

施設 b ,c において 0~2.8x102 CFU/g と一

般細菌数が極めて低値を示したことから、熟

成により必ずしも一般細菌数が増殖するわけ

ではなく、熟成の条件や肉の取り扱いによっ

て、検出される一般細菌数が左右される可能

性が示唆された。 

一方、大腸菌・大腸菌群数においてもまた、

鹿熟成肉と鹿非熟成肉に有意差は認められな

かったことから、今回対象とした施設におい

て実施されている熟成方法は、特に糞便由来

細菌を減少させる効果は限定的である可能性

がある。2021 年の韓国のドライエイジング

ビーフを対象とした研究では、真菌が熟成に

重要な役割を果たし、熟成により大腸菌群の

増殖を抑制すると報告されている。本研究で

は特に、販売施設 b ,c で製造された鹿熟成

肉は大腸菌数・大腸菌群数ともにほとんど検

出されなかったことから、当該施設で実施さ

れている熟成法により大腸菌数・大腸菌群が

減少した可能性が考えられる。 
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熟成を行なっている施設では、販売施設 a 

で、熟成を行なっていない施設では、販売施

設 f でそれぞれ販売された検体は、一般細菌

数、ならびに大腸菌・大腸菌群数において、

いずれもそれぞれ他の鹿熟成肉、および鹿非

熟成肉を販売する施設に比べ て、有意に高

値を示したことから、特に販売施設 a およ

び f においては、他の施設に比べ、高度に

細菌汚染していることが示唆された。販売施

設 a では熟成前に枝肉に種菌（菌種、菌量等

は非公表）を塗布してから 1〜3 ヶ月と長期

間に亘って熟成を行っていることから、熟成

期間中に種菌が増殖したことにより、一般細

菌数が高値を示した可能性が考えられた。さ

らに、同施設で製造された鹿熟成肉は、大腸

菌群・大腸菌数も高値を示したことから、当

該施設における動物の捕獲、と殺、解体処

理、食肉加工処理、もしくは枝肉の保存時に

おいて、枝肉への糞便汚染が発生したものと

考えられた。さらに、これらの糞便汚染指標

細菌は、熟成後の検体から検出されたことか

ら、当該施設で実施している上記熟成方法で

は、腸内細菌の抑制効果は限定的である可能

性が考えられた。腸内細菌には、大腸菌や 

Salmonella など、多くの食中毒起因細菌が

含まれる可能性がある。今後、当該施設にお

けると殺、解体処理、食肉加工処理方法を検

証し、衛生的な取扱が実施されているかどう

か、改めて検証する必要がある。一方、販売

施設 F においては、熟成を行っていない施

設であることから、当該施設における動物の

捕獲、と殺、解体処理、食肉加工処理、もし

くは、枝肉の保存などの一連の製造過程のい

ずれかにおいて、糞便や土壌などから細菌に

汚染した可能性がある。 

本研究では、食中毒起因細菌として、non-

O157 STEC ならびに L. monocytogenes がい

ずれも鹿非熟成肉から分離された。non-O157 

STEC は、2020年にわが国で捕獲された鹿の

糞便の 16.7％と、特に高率に分離されたこ

とを報告している。本研究で non-O157 STEC 

が分離された鹿非熟成肉の生産段階におい

て、枝肉が non-O157 STEC を含む糞便に汚

染された可能性がある。 

本研究では、L. monocytogenes が９検体

からと最も多く分離された。特に、本菌は販

売施設 g で販売された鹿非熟成肉の 60％か

ら分離された。本菌は低温細菌であるため、

本菌に汚染したのち に、冷蔵庫内で保存さ

れている間に増殖した可能性が考えられた。

今後、当該販売施設 g において、枝肉を保存

している冷蔵庫内における本菌の汚染状況に

ついて検討する必要がある。また、L. 
monocytogenes は平成 29 年度の「いわゆる

ドライエイジングビーフの衛生学的実態調

査」においてもドライエイジングビーフのト

リミング部位及びトリミング後表面から検出

したと報告されている。特に牛肉のドライエ

イジングにおいては、一定の条件下において 

Salmonella 属菌と大腸菌を減少させる一

方、L. monocytogenes は増殖したと報告さ

れている。また、フィンランドでは銃により

狩猟されたオジロジカの 5%とヘラジカの 5%

の枝肉表面から L. monocytogenes が検出さ

れたと報告されている。以上のことから、鹿

非熟成肉や、鹿熟成肉については、特に L. 
monocytogenes により汚染される可能性があ

ること、さらに低温条件下で熟成する場合に

は、熟成中に低温細菌である同菌が増殖する

可能性があることを、生産者や消費者に対し

て啓蒙する必要がある。また、本研究で分離

した L. monocytogenes 株の病原性を評価

し、潜在的なヒトへの感染源となる可能性を

検討する必要がある。 

一方、本研究で検討した鹿熟成肉からは、

いずれの食中毒起因細菌も分離されなかっ

た。熟成肉においては、Lactobacillus 属菌

や Enterococcus 属菌の働きによって肉の pH 

が低下したことによって病原性細菌の増殖を

抑制する効果があると報告されている。この

ことから、本研究で対象とした熟成肉におい

ても、熟成期間中に混入した乳酸菌が増殖す

ることによって肉の pHが低下し、食中毒起

因細菌の増殖が抑制されている可能性があ

る。しかしながら前述の通り、施設 A のよ

うに、熟成をおこなっているにもかかわらず

大腸菌群数・大腸菌が多く検出された施設が

認められたため、熟成の条件によっては、そ

の病原細菌に対する抑制効果は限定的となる

と考えられた。 

 

③-3熟成肉の細菌叢解析による衛生評価 
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 熟成前の枝肉には、主に土壌由来と考え

られる Pseudomonanaceae, Moraxellaceae, 
Microbacteriaceae、 Bacillaceae が多く検

出されたことから、剝皮等の食肉処理工程に

おいて土壌由来の細菌に汚染されたことが考

えられる。一方、Lactobacillaceae, 
Lachnospiraceae, Camobacteriaceae といっ

た乳酸菌も検出されたことから、熟成により

これらの乳酸菌の増殖が期待された。また、

施設毎に熟成期間中に増殖した菌が異なって

いた。施設 Cでは Pseudomonanaceae、
Moraxellaceae といった低温腐敗細菌が優占

種となっていたことから、熟成期間中に腐敗

が進んでいる可能性が示唆された。一方施設

Eでも同様に、Pseudomonanaceae、
Moraxellaceae といった低温腐敗細菌が優占

種となっていた枝肉に加え、一部には

Camobacteriaceae を優占種とする検体も認め

られことから、乳酸菌が増殖していることが

示唆され、枝肉毎に大きく異なる結果となっ

た。今後、Pseudomonanaceae、
Moraxellaceae の増殖は抑え、各種乳酸菌の

増殖を促進する熟成方法の確立が必要である

と考えられた。 

 

⑥食品製造や調理段階における食品リスクの

軽減に関する研究 

野生カモの盲腸内容物における高頻度およ

び高濃度のカンピロバクター保有を確認し、

腸管はカモ肉のカンピロバクターの汚染源と

して重要であると言えた。捕獲・解体時にお

いて、特に腸管（盲腸）内容物を精肉から隔

離できる安全な取り扱いを行うことにより、

カンピロバクター汚染リスクは軽減できるこ

とが示唆された。また、今回の検討では、表

皮からのカンピロバクター検出が数試料から

確認されたことから、今後、精肉へのカンピ

ロバクター付着に関連性が深い解体工程等に

ついての調査が必要であると考えられた。さ

らに、本研究によって明らかとなった菌の分

布状況から、カモ種または捕獲地等のカモの

生態に関わる要因が、腸管内でのカンピロバ

クター陽性率に影響する可能性が考えられ、

今後検討数を増やし詳細な解析が必要であ

る。 

本研究の結果から、野生カモ肉表皮表面に

菌が付着しても低温加熱調理条件で確実に加

熱することにより菌は死滅し、カンピロバク

ター食中毒リスクは軽減できることが確認で

きた。 

 

Ｅ．結論 

①野生鳥獣が保有する病原体（ウイルス）の

汚染状況に関する研究 

Ｅ型肝炎による食中毒事例は潜伏期が長いた

め原因究明が難しい。また、豚肉による感染

も多く、野生鳥獣肉から感染したかどうか区

別が難しい。そこで、野生獣が保有するＥ型

肝炎ウイルスの遺伝子ライブラリーを作成

し、地域の野生動物由来かどうかを遺伝子解

析から推測できることを目標にして、今後も

遺伝子ライブラリーの構築を目指す必要があ

る。 

イノシシが保有する E型肝炎ウイルスのリス

クを明らかにすることができた。幼獣のイノ

シシがリスクが特に高いことを明らかにして

きた。一方、シカはほとんどリスクがないこ

とも明らかとなった。SFTSに関してはイノシ

シやシカに高率に感染していることが明らか

となったが、血液にウイルスがほとんど存在

していないことから食用される筋肉から感染

するリスクは低いのかもしれない。 

一方、Ｅ型肝炎に関しては解体時に感染する

可能性、SFTFに関しては狩猟時や解体時にマ

ダニから感染する可能性が高い。安全な狩猟

や解体を行うために狩猟者及び野生獣肉取扱

者に十分な対策が必要である。 

感染するリスクが高い狩猟者や野生獣肉関係

者向けの感染対策のための資料を作成した。

今後はこれを普及していきたい。 

ジビエ振興が進んでいるが、安全に消費する

ためにも、狩猟段階からきちんと対策をとる

必要がある。そのために、講演や研修会等で

情報提供を行った。今後も継続する必要があ

る。 

 

②野生鳥獣が保有する食中毒細菌の汚染状況

と薬剤耐性に関する研究 

1）黄色ブドウ球菌の分離は、イノシシ糞便

よりシカ糞便から高率であることから、イノ
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シシよりシカの方が、黄色ブドウ球菌の保菌

率が高いことが示唆された。 

2）本研究により、CC121 から分岐した新たな

クローン集団に属する黄色ブドウ球菌がシカ

やイノシシなどの野生鳥獣における優占クロ

ーンであることが明らかとなった。 

3) 上記の野生動物優占クローンに属する黄

色ブドウ球菌株は糞便及び食肉検体の両者か

ら分離されたことから、処理工程における流

通シカ肉への糞便汚染が疑われた。また、シ

カ肉検体由来の分離菌株について、処理施設

ごとに分離率が異なっており、顕著に分離率

の高い施設が複数存在した。これらの施設で

処理された食肉における一般細菌数及び大腸

菌群数は高値であり、また大腸菌も検出され

ていることから、糞便汚染を強く支持してい

ると考えられる。 

4) 分離菌株のエンテロトキシン遺伝子保有

状況に着目すると、現時点での分離黄色ブド

ウ球菌株の多くは、egc関連の新型エンテロ

トキシンのみ保有しており、このような菌株

による食中毒発生のリスクは低いと推測され

る。しかし分離菌株の中には、過去に報告さ

れた食中毒事例由来株と同程度の SECを産生

する株も存在したため、継続的なモニタリン

グが必要である。 

5）3年間の研究機関を通して CREは分離され

なかったことから、野生鳥獣が生息する環境

には CREが拡散していないことが示唆され

た。また、CTX耐性腸内細菌目細菌は分離率

に多少の増減があったが、3年間を通してシ

カ糞便よりイノシシ糞便から高率に分離され

た。これは、雑食性のイノシシの方が薬剤耐

性腸内細菌科細菌を食餌性に接種する機会が

多いためであると考えられる。 

6) CTX耐性腸内細菌目細菌の βラクタマー

ゼ遺伝子の保有状況に着目すると、主に環境

中に広く分布している bla が検出された。現

時点では、野生獣が保有する株を原因とする

薬剤耐性菌感染症の発生リスクは低いと予測

されるが、カルバペネムの効きづらい AmpC

過剰産生菌が 1株分離されるなど、野生鳥獣

環境でも徐々に耐性化の進行や広域スペクト

ルの耐性遺伝子の広がりが懸念される結果と

考えられるため、今後も継続的なモニタリン

グが必要である。 

7) CTX耐性菌が保有するβラクタマーゼ遺伝

子のうち、最も分離率の高かった blaCTX-M-15は

3種類の遺伝子カセット内に存在し、染色

体・プラスミドどちらにも挿入され得ること

が明らかとなった。いずれのカセットも動

物・環境からの分離例が報告されており、世

界中に広く分布していると考えられる。ま

た、今回解析した blaCTX-M-15保有プラスミドは

いずれも E. coli J53 株に対して接合伝達を

起こさなかった。すなわち本プラスミドを介

した blaCTX-M-15遺伝子の伝播は起こりづらいと

考えられるが、blaCTX-M-15遺伝子はすでに国内

外の環境中に広く分布しており、可動性の遺

伝子カセット内に存在することからも、本プ

ラスミドを介さない伝播様式により広域に拡

散している耐性遺伝子であると推測された。 

8) ゲノム解析により、新規βラクタマーゼ

遺伝子を同定した。pHSG398::blanew形質転換

体のイミペネム、メロペネム、アモキシシリ

ン、セフタジジムに対する MICはすべて上昇

していた。しかし、これらの MICは、既報の

βラクタマーゼ pHSG398::blaCMY70形質転換体

より低値であった。このことから、新規βラ

クタマーゼと既報の blaCMY-70では基質となる

βラクタム薬に違いがある可能性が考えられ

た。また、今回はそれぞれの株が保有する上

流配列（すなわち予測プロモーター配列）を

活かした実験系であったことから、上流配列

のプロモーター活性の違いにより生じた可能

性も考えられたため、今後さらなる検証が必

要である。 

９）ジビエとして利用される動物も含めて野

生動物はリケッチア科、アナプラズマ科細菌

を保有している。保有菌種の病原性について

は明らかではないが、内臓だけでなく血液に

も存在することから、日常的に基本的な感染

対策を徹底する必要がある。 

 動物種、地域により保有率に差があること

が明らかになったため、保有状況の調査は継

続するべきである。特に動物の移動が制限さ

れていたり、出入が著しい地域は注意が必要

である。 

 本研究で高率に検出された A. capraと考

えられるアナプラズマ科細菌を含めて、病原

性を含む性状解析を行うために分離株を得る

必要がある。 
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③野生鳥獣が保有する病原体（寄生虫）の汚

染状況に関する研究 

調理の現場を想定した実験系を構築して筋肉

内の旋毛虫（Trichinella T9）を 75℃・1分

間加熱したところ、マウスへの感染性が完全

に消失した。 

北海道および北東北 3県で捕獲されたクマ

353 頭の舌検体を検査した結果、北海道の 6

頭および岩手県の 1頭から旋毛虫

Trichinella T9の幼虫が検出された。秋田県

のイノシシも調べたが陰性であった。 

旋毛虫症、肺吸虫症、マンソン孤虫症とい

う 3種類の寄生虫性食中毒を例として取り上

げ、その発生状況について、2016年以降の食

中毒統計に収載されている事例数とレセプト

解析に基づく事例数を調べて比較した。特に

肺吸虫食中毒では、レセプトデータベース検

索で毎年事例が検出されたが、食中毒統計へ

の収載がなかった。ジビエ喫食による寄生虫

性食中毒は希少疾患であり、発生実態の解明

にはレセプトデータベースの活用も、一つの

手段として有効であると考えられた。 

 

④異常個体の病理組織学的検索とカラーアト

ラスの充実 

作業に当たるヒトおよび、ジビエ製品を消費

するヒトに健康被害がないように、的確にリ

スクを排除する必要があり、カラーアトラス

のさらなる充実が望まれ、普及に力を注ぐべ

きである。 

 

⑤処理施設における解体処理工程での微生物

汚染防止に関する研究 

1. 屋外施設、工程順：剝皮→内臓摘出の順、

剝皮方法：ウィンチ、剝皮施設：のせ台、

食道結紮・肛門結紮：未実施、においてそ

れぞれ高度に一般細菌数の汚染が認められ

た。 

2. 2) 解体処理された直後の枝肉では土壌

中、水中、動物の腸内に生息する

Alcaligenaceae（科）、Stenotrophomonas
が占有率が高く検出された。 

3. 一部の検体では、枝肉の細菌叢と内臓摘出

時における作業者手指、ナイフの細菌叢が

類似したことから、同工程における作業者

手指、ナイフから枝肉への細菌汚染が発生

した可能性が考えられた。 

4. 一連の工程ならびに枝肉洗浄後の検体の一

部から病原細菌として、

Escherichia/Shigella、
Escherichia/Shigella、Listeria、
Yersinia、および Staphylococcusが、低

温細菌、腐敗細菌である Pseudomonasがそ

れぞれ検出された。 

5. 熟成肉では、一般細菌数が増加するもの

の、大腸菌群・大腸菌は低下する傾向があ

る。 

6. 一部の施設では、熟成により

Pseudomonanaceae、Moraxellaceaeといっ

た低温腐敗細菌が増殖している可能性が示

唆された。 

 

⑥食品製造や調理段階における食品リスクの

軽減に関する研究 

野生カモ等の盲腸内容物、直腸スワブ、可

食部表皮等を用いての培養試験によって、カ

ンピロバクター等病原細菌の分布状況を定性

的・定量的に把握し、野生カモの盲腸内容物

における高頻度・高濃度のカンピロバクター

保有を確認した。捕獲・解体時において、特

に腸管（盲腸）内容物を精肉から隔離できる

安全な取り扱いを行うことにより、カンピロ

バクター等病原細菌の汚染リスクは軽減でき

ると考えられる。さらに、野生カモ肉に接種

したカンピロバクターは、低温加熱調理条件

（65℃/15分・ 63℃/30分）での加熱後、非

検出となったことを確認し、野生カモ肉表皮

表面に菌が付着、または肉内部に菌が混入し

ても、低温加熱調理条件で確実に加熱するこ

とにより菌は死滅し、カンピロバクター食中

毒リスクは軽減できることを確認した。 
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前田 健「野生動物の重症熱性血小板減

少症候群ウイルスの感染状況：動物種間

比較」第 70回日本ウイルス学会学術集

会、2023年 9月 26日 

9. 松鵜彩、立本完吾、石嶋慧多、西野綾

乃、前田健「動物における Ozウイルス

の感染状況調査」第 5回 SFTS研究会・

学術集会、宮崎大学、2023年 9月 2日 

10. 武石 真音、鍬田 龍星、下田 宙、伊澤 

晴彦、前田 健、森川 茂、吉川 泰弘

「ニホンジカ Cervus nippon 由来培養細

胞の樹立と性状解析」第 5回 SFTS研究

会・学術集会、宮崎大学、2023年 9月 2

日 

11. 武石真音、鍬田龍星、下田宙、伊澤晴

彦、前田健、森川茂、吉川泰弘「ニホン

ジカ Cervus nippon由来培養細胞の樹立

と性状解析」日本獣医学会学術集会 WEB 

12. 井上雄介、小林大介、田島茂、松田麻

未、石嶋慧多、黒田雄大、立本完吾、

Milagros Virhuez Mendoza、原田倫子、

西野綾乃、山本つかさ、東英生、瀬戸順

次、下田宙、林昌宏、鈴木亮介、伊澤晴

彦、葛西真治、海老原秀喜、前田健「フ

ラビウイルスの血清学的調査に関する再

考」第 57回 日本脳炎ウイルス生態学研

究会 2023年 6月 30日 ～ 7月 1日 ，国

内 

13. 森田 聡志、宮川 明日香、中村 きり

こ、中村 水紀、佐藤 真伍、丸山 総

一、壁谷 英則、わが国の鹿、猪におけ

る Campylobacter の保菌状況と分離株の

全ゲノムシーケンスによる病原関連遺伝

子の網羅的解析、第 164回日本獣医学会

学術集会（酪農学園大学, web開催）

2021 

14. 石井 香菜、鈴木 綾乃、田中 裕梨、佐藤 

真伍、丸山 総一、*壁谷 英則、野生鳥獣

食肉処理工程における拭き取り検体を対

象とした細菌叢解析、第 165 回日本獣医学

会学術集会、令和 4 年 9 月 6～8 日、麻布

大学（Web 形式） 

15. 佐藤真伍、西岡絵夢、壁谷英則、丸山総

一、人お よ び サ ル か ら 分 離 し た

塹 壕 熱 原 因 菌  Bartonella quintana 
の完全長ゲノムの比較解析、第 40 回日本

獣医師会獣医学術学会年次大会、令和 4 年 

11 月 11 日～13 日、ヒルトン福岡シーホー

ク 

16. 大津千尋、山原絹子、鶴見柚葉、山崎晴

香、佐藤真伍、丸山総一、壁谷英則 わ

が国の野生鳥獣肉処理施設および屋外で

処理された野生鳥獣肉の衛生評価、令和

５年度関東・東京合同地区獣医師大会・

三学会（埼玉）2023 年 9月 

17. 廣木勇太、有吉夏鈴、青山新、寺橋寛

太、伊藤恭大、妻神理乃、佐藤真伍、丸

山総一、壁谷英則 野生鹿・猪における

Campylobacter属菌および

Aliarcobacter属菌の保菌状況と分離株

の病原関連遺伝子の保有状況、令和５年

度関東・東京合同地区獣医師大会・三学

会（埼玉） 2023 年 9月 

18. 廣木勇太、有吉夏鈴、青山新、寺橋寛

太、森田聡志、宮川彩日香、中村きり

子、中村水紀、佐藤真伍、丸山総一、壁

谷英則 わが国の野生鹿・猪における

Campylobacterの保菌状況と分離株の病

原性解析 第 23 回人と動物の共通感染

症研究会学術集会 2023年 10月 

19. 壁谷英則 野生動物におけるカンピロバ

クター保菌状況 第 16回日本カンピロ

バクター研究会総会 2023年 11月 

20. 村上正樹, 杉山 広, 森嶋康之, 常盤俊

大, 北海道および東北地方北部のクマ類

およびイノシシにおける旋毛虫

（Trichinella）の感染状況調査, 第 28



21 

 

回日本野生動物医学会（2022年 9月 22-

24日, つくば） 

21. Shinji Takai ”Guidelines on the 

Hygienic Management of Wild Meat in 

Japan” 68th International Congress 

of Meat Science and Technology, 

August 25, 2022, Kobe, Japan 

22. 鈴木康規、髙井伸二、久保田寛顕、長谷

川乃映瑠、小林甲斐、壁谷英則、入江隆

夫、佐々木由香子、角田 勤.「野生鳥獣

糞便からの黄色ブドウ球菌及び βラク

タム系抗菌薬耐性腸内細菌目細菌の分離

とゲノム解析」第 43 回日本食品微生物

学会学術総会（東京）、2022年 9月 29-

30日、講演要旨集 p 72. 

23.  鈴木康規、石塚桃子、高木美羽、久保

田寛顕、小林甲斐、壁谷英則、佐々木由

香子、角田 勤、髙井伸二. 野生獣糞便

並びに市場流通シカ肉からの βラクタ

ム系抗菌薬耐性腸内細菌目細菌の分離と

その特性. 第 44回日本食品微生物学会

学術総会（大阪）2023 年 9月 21日-22

日、講演要旨集 p 26. 

24. 石塚桃子、鈴木康規、高木美羽、久保田

寛顕、小林甲斐、壁谷英則、小野久弥、

佐々木由香子、角田 勤、髙井伸二. 野

生獣糞便並びに市場流通シカ肉からの黄

色ブドウ球菌の分離と分離菌株の特性. 

第 44回日本食品微生物学会学術総会

（大阪）2023年 9月 21日-22日、 講演

要旨集 p 26. 

25. 安藤匡子，Kwon MyoungHyun，明石尚

美，本田俊郎．甑島列島におけるリケッ

チア感染症のベクター調査．第 73回日

本衛生動物学会大会，オンラインライブ

開催（鹿児島大学），2021年 4月 16〜

18日 

26. 池田智行，Kwon MyoungHyun，明石尚

美，安藤匡子．ヤクシカの大腸菌：食中

毒起因因子と薬剤耐性について．第 9回

屋久島学ソサエティ，オンライン開催，

2021年 12月 4−5日 

27. 後藤真優，浅井隆之，安藤匡子．鹿児島

県の野生動物におけるアナプラズマ症，

リケッチア症，Q熱起因菌細菌の遺伝子

保有状況. 第 165回日本獣医学会学術集

会、オンラインライブ開催（麻布大

学），2022年 9月 6日 

28. 浅井隆之, Kwon MyoungHyun, 明石尚美, 

後藤真優, 安藤匡子. 鹿児島県の野生ニ

ホンザルにおける薬剤耐性大腸菌の保有

状況. 第 165回日本獣医学会学術集会、

オンラインライブ開催（麻布大学），

2022年 9月 7日 

29. 浅井鉄夫，臼井優，杉山美千代，安藤匡

子．抗菌剤含有培地を用いた野生哺乳動

物における薬剤耐性大腸菌の分布．第 24

回腸管出血性大腸菌感染症研究会， 神

奈川県川崎市 LiSE 川崎生命科学・環境

研究センター，2022年 10月 14日 

30. 後藤真優，安藤匡子．屋久島のマダニと

そのコクシエラ、リケッチア、アナプラ

ズマ保有状況．第 74回日本寄生虫学会

南日本支部大会第 71回日本衛生動物学

会南日本支部大会合同大会，産業医科大

学（福岡県北九州市），2022年 10月 29-

30日 

31. 安藤匡子．人の感染症大流行（コロナ

禍）とダニ媒介性人獣共通感染症（リケ

ッチア症）．第 13 回日本リケッチア症臨

床研究会（特別講演、依頼），滋賀県立

県民交流センター・ピア座淡海，2023年

2月 4-5日 

32. 安藤匡子．Q熱とその起因菌 Coxiella 
burnetii．第 97 回日本感染症学会総

会・学術講演会・第 71回日本化学療法

学会学術集会合同学会，日本熱帯医学会

ジョイントシンポジウム「人獣共通感染

症研究の魅力と今後の展望」，パシフォ

コ横浜（神奈川県），2023年 4月 28-30

日 

 

Ｇ．知的財産権の取得状況 

１．特許取得 

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

1. 前田 健「ダニ媒介人獣共通感染症」第

35回日本臨床微生物学会総会・学術集会 
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教育講演 2024年 2 月 9日 

2. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）の現状等」令和 5年度神奈川県

衛生獣医師会研修会，令和 6年 1月 20

日 

3. 前田 健「SFTSの東京での Xデーに備え

る！」第 1回フロンティアワンヘルスネ

クサスセミナー農工大・東京都獣医師会

共同主催「獣医療従事者が知っておくべ

き SFTS」2023年 12月 12日 

4. 前田 健「One Health アプローチ：動

物から学ぶ新興感染症」第 2回ワンヘル

スネットワークフォーラムセミナー2023

年 12月 2日 

5. 前田 健「動物由来感染症;ワンヘルス

アプローチの重要性」令和 5年度地方保

健総合推進事業 地方衛生研究所東海・

北陸ブロック地域リファレンスセンター

連絡会議 2023年 11月 21日 

6. 前田 健「国内発生から 10年：明らか

になったこと」第 44 回動物臨床医学会

年次大会パネルディスカッション「犬猫

の SFTSに立ち向かうための最新情報」

場所：大阪国際会議場（グランキューブ

大阪）日時：令和 5年 11月 18日 

7. 前田 健「SFTS 等の最新の動物由来感

染症の発生状況について」令和５年度動

物由来感染症対策技術研修会について令

和５年 11月９日 WEB 配信 

8. 前田 健「ポストコロナのズーノーシス

対策：One Health アプローチ」第 23 

回 人と動物の共通感染症研究会 学術集

会 教育講演 2023 年 10 月 28 日 

9. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群

（SFTS)の現状と診断の留意点」令和 5

年度感染症医療従事者研修会相模原協同

病院 2階多目的ホール令和 5年 10月 23

日 

10. 前田 健「One Health アプローチ―動

物由来感染症を知る―」第 26回アルボ

ースセミナー 2023 年 10月 19日 

11. 前田 健「SFTS等の最新の動物由来感染

症の発生状況について」令和 5年度動物

由来感染症対策技術研修会 HP掲載

+YouTube動画配信 

12. 前田 健「近年話題のマダニ媒介感染症

－SFTS、エゾウイルス感染症、オズウイ

ルス感染症等－」令和 5年度「地域保健

総合推進事業」全国疫学情報ネットワー

ク構築会議プログラム令和 5年 9月 25

日から 10月 31日配信 

13. 前田 健「SFTS の自然宿主の探索」宮崎

県医師獣医師連携セミナー 宮崎県医師

会会館令和 5年 9月 1日 

14. 前田 健「One Health: SFTS・Mpoxな

ど」日本ペストコントロール協会 感染

症対策講習会 2023 年 WEB配信 

15. 前田 健「SFTS（重症熱性血小板減少症

候群）の脅威とその対策」日本小動物獣

医師会オンラインセミナー令和 5年 8月

2日 

16. 前田 健「茨城県にて死亡者から検出さ

れたオズウイルスについて」第 4回愛媛

ワンヘルス研究会、2023 年 7 月 1 日 

17. 前田 健「One Health の実践」2023年

度 短期研修 食肉衛生検査研修 2023

年 6月 22日 

18. 前田 健「マダニが媒介する SFTSにつ

いて」感染症にかかわる特別講習会、神

奈川県ペストコントロール協会、令和 5

年 6月 13日 

19. 宇根 有美 各種の普及方法を検討し

て、2024年 3月農水省企画ジビエハンタ

ー養成講習会で配布及び解説して、利用

者の意見を聴取した。 

20. 髙井伸二「野生鳥獣由来食肉の安全性の

確保とリスク管理」野生鳥獣処理活用技

術者研修会 農林水産省令和 3年度利活

用技術育成研修事業 岩手県盛岡市 

2021年 9月 13日. 

21. 髙井伸二「野生鳥獣由来食肉の安全性の

確保とリスク管理」野生鳥獣処理活用技

術者研修会 農林水産省令和 3年度利活

用技術育成研修事業 島根県浜田市 

2021年 10月 27 日. 

22. 髙井伸二「野生鳥獣由来食肉の安全性の

確保とリスク管理」野生鳥獣処理活用技

術者研修会 農林水産省令和 3年度利活

用技術育成研修事業 Web開催 2022年

1月 22日. 

23. 髙井伸二「ジビエと家畜伝染病 ～野生

鳥獣を取り巻く 30年～」令和３年度食
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品安全に係る科学セミナー（第５回）農

林水産省消費・安全局 2022年 2月 17

日. 

24. 髙井伸二「野生鳥獣肉の衛生管理：食中

毒を予防するには」野生鳥獣処理活用技

術者研修会、広島県安芸高田市、2022年

9月 13日. 

25. 髙井伸二「野生鳥獣由来食肉の安全性の

確保とリスク管理」野生鳥獣処理活用技

術者研修会、北海道新冠町、2022年 10

月 17日. 

26. 髙井伸二「野生鳥獣の感染症：狩猟者・

処理者・消費者の感染防止」野生鳥獣処

理活用技術者研修会、宮崎県西米良村、

2022年 11月 7日. 

27. 髙井伸二「野生鳥獣由来食肉の安全性の

確保とリスク管理止」野生鳥獣処理活用

技術者研修会、長野県長野市、2022年

12月 8日. 

28. 髙井伸二「衛生管理及び疾病」令和４年

度ジビエハンター研修会（試行）、オン

ライン、2022年 10月 3日、10月 8日、

11月 19日、2023年 2月 18日（計 4

回） 

29. 髙井伸二「安全安心にお肉を堪能するた

めに ー畜産物とジビエの違いー」特別

セミナー伯方島 2023、オンライン、2023

年 2月 19日. 

30. 髙井伸二．「ジビエ基礎セミナー」 農

林水産省補助事業 鳥獣被害対策基盤支

援事業（株式会社一成）野生鳥獣処理活

用技術者研修会、兵庫県神戸市、2023年

8月 30日. 

31. 髙井伸二. 「野生鳥獣由来食肉の安全性

の確保とリスク管理：何が重要か」 農

林水産省補助事業 鳥獣被害対策基盤支

援事業（株式会社一成）野生鳥獣処理活

用技術者研修会、京都府京丹波町、2023

年 9月 12−13 日. 

32. 髙井伸二. 野生鳥獣由来食肉の安全性の

確保とリスク管理：何が重要か」 農林

水産省補助事業 鳥獣被害対策基盤支援

事業（株式会社一成）野生鳥獣処理活用

技術者研修会、鹿児島県阿久根市、2023

年 11月 8−9 日. 

33. 髙井伸二. ジビエハンター研修会「衛生

管理・疾病」農林水産省補助事業 鳥獣

被害対策基盤支援事業 利活用技術者育

成研修事業（株式会社一成）、オンライ

ン、2023年 10月 20日. 

34. 髙井伸二. ジビエハンター研修会「衛生

管理・疾病」農林水産省補助事業 鳥獣

被害対策基盤支援事業 利活用技術者育

成研修事業（株式会社一成）、オンライ

ン、2023年 12月 5日. 

35. 髙井伸二. ジビエハンター研修会「衛生

管理・疾病」農林水産省補助事業 鳥獣

被害対策基盤支援事業 利活用技術者育

成研修事業（株式会社一成）、オンライ

ン、2024年 1月 18日.  

36. 髙井伸二. ジビエハンター研修会「衛生

管理・疾病」農林水産省補助事業 鳥獣

被害対策基盤支援事業 利活用技術者育

成研修事業（株式会社一成）、オンライ

ン、2024年 2月 1日.  

37. 安藤匡子．マダニが関連する人獣共通感

染症．第 67回兵庫県公衆衛生獣医師総

会・第 48回研修会，兵庫県中央労働セ

ンター，2023年 10月 28日 

 

  




